
 

 

Pulse shot:心拍情報を用いた写真撮影システムおよび検索システム 
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概要． 現在，デジタルカメラ，スマートフォンの出現により，写真をどこでも簡単に撮影すること

が可能となった．また，写真の保存方法がデジタル化されていることにより，デバイス上に大量に保

持することが可能になっている．これらのことから，写真を見て，思い出の振り返りを行いたいとき

に，大量に保持された写真の中から探すことが求められている．本研究では，脈波計で得られた心拍

情報を活用する撮影システムのプロトタイプ開発及び，心拍情報を活用した検索システムのプロトタ

イプの開発を行う．撮影システムは，ウェアラブルデバイスに備わっている脈波計とスマートフォン

の写真撮影機能を連携することで実装した．検索システムは，心拍情報が埋め込まれた画像データを

用い，心拍情報を検索キーとして用いる仕組みを提供することで実装した． 
 
1 はじめに 
近年，デジタルカメラ，スマートフォンの出現に

より，写真を撮ることが，誰でも手軽に行えるよう

になった．さらに，写真の保存方法がデジタル化さ

れていることにより，写真をデータとして大量に保

持することも可能になった． 
特に，最近のスマートフォンの内蔵フラッシュメ

モリのサイズが，128GByte以上になり，ユーザが
スマートフォンに保存する写真の枚数が 1000枚を
超えることが珍しくなくなり，ユーザは写真を選び

出すのに工夫が必要になっている．  
本研究では，写真のメタデータとして，生体情報

の一種である，心拍情報を用いることを提案する．

一般に心拍情報は，生体的な情報だけでなく，スト

レス検出や心理的な情報の検出が可能なことが知ら

れている[1,2]． よって，心拍情報を写真のメタデ
ータに埋め込むことで，写真撮影時の生体的，心理

的な情報を検索，管理に活用することが可能になる

と考えられる．また， Apple社の Apple Watchに
代表されるようにウェアラブル機器を用いることで

心拍データをいつでもどこでもリアルタイムに取得

することが可能になり，写真撮影時にその情報をメ

タデータとして埋め込むことが可能になっている． 
本稿では，脈波計で得られた心拍情報を埋め込む

撮影システムのプロトタイプ開発及び，心拍情報を

検索に活用した検索システムのプロトタイプの開発

を行う． 以下，２章で関連研究を述べる。その後,
３章でシステム設計について，４章でシステム実装

について述べ，５章にまとめと今後の課題について

述べる． 

 
2 心拍利用による関連研究 
写真，動画などの映像メディアと生体情報を組み

合わせた研究として，Shirokura[3]，橋爪[4]がある． 
Shirokura[3]らは，ビデオ撮影時にユーザの感情

反応をキャプチャし，そのデータを他のユーザと共

有する手段を提供するモバイルビデオカメラアプリ

ケーションの開発をした．本研究は，モバイル上で

ユーザ情報を埋め込むという点では，同様であるが，

記録フォーマットとユーザ情報に用いた生体情報が

異なるという点が違いである． 
橋爪[4]らは，撮影時にカメラと複数のセンサを用

いて風景の音，湿度などの周辺環境情報とユーザの

心理状態を取得し，撮影時における撮影者の体験取

得を行う”exPhoto”の開発を行った．本研究は，写真
メディアによる体験の記録とその再現を目的にして

いるという点で異なる． 
 

3 システム概要 
本章では，本研究を実現するためのシステム構成

について述べる． 
本システムでは，ウェアラブルデバイスにより取

得された心拍数を撮影時に保存される写真の中に埋

め込む撮影システムとそのシステムによって撮影さ

れた写真を利用した検索システムの２つのシステム

で構成される．これらの構成システムの概要図とし

て，図１に示す． 
システムの概要として，スマートフォン上に撮影

システム，検索システム，２つのシステムが存在す

る． 
撮影システムは，通常の写真撮影機能にウェアラ

ブルデバイスから送られる心拍情報を受け取り，メ
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タデータとして心拍情報を埋め込む機能を持つ．	

検索システムは，心拍情報がメタデータとして埋

め込まれた写真を写真ライブラリから，心拍情報を

検索キーとして，ユーザが取得したい写真を取り出

す．	

スマートフォン上では，撮影システムは，既存の

写真ライブラリに保存を行う．検索システムは，既

存の写真ライブラリにアクセスすることで，写真の

検索を行う．既存の写真ライブラリを利用すること

で，既存写真アプリケーションに影響を与えること

なく運用することが可能になる． 

 
4 システム実装 
本章では，前章で説明した２つのシステムを実現

するための実装について述べる． 
２つのシステムは，3.1 章のシステム構成をもと

に，プロトタイプの実装を行う．本プロトタイプで

は， Apple Watch (Series 2)，iPhone 6s
（iPhone6s，Apple）を用いて実装を行った． 
具体的には，swift言語を用いてシステムを実装し

ている． 

4.1 撮影システム実装 
動作手順は、以下の通りになる． 

(1) ユーザは，Apple Watch(Series 2)を着用し
ている状態である．既存の心拍計測アプリ

ケーションを使用し，心拍の計測が可能な

状態にする． 心拍取得部は、この心拍計測
アプリケーションから心拍情報を受け取

り，心拍ＤＢに心拍情報を書き込む． 
(2) ユーザは，iPhone6s に実装した撮影アプリ
ケーション を開き，撮影可能な状態にす
る． 

(3) 撮影システム内の「写真撮影」をタップす
ることで，心拍ＤＢから取得された心拍が

画像の中に埋め込まれ，従来の写真アプリ

ケーションに，保存される． 

4.2 検索システム 
動作手順は以下の通りである． 

(1) 検索アプリケーション実行時，既存の写真ラ
イブラリすべての写真を読み込み，その後表

示を行う． 
(2) ユーザは，検索アプリケーション上で，検索
する日付，及び，検索タイプを選択する．そ

の後，実行ボタンをタップし，検索実行をす

る．（図２） 

5 まとめと今後の課題 
本稿では，新たに心拍情報を写真のメタデータに

埋め込む撮影システム及び，そのメタデータを用い

た写真検索システムのプロトタイプシステムを開発

した． 
今後の課題として，まず，検索システムにおける

心拍情報の有効性，有用性を明らかにすることが必

要だと考える．  
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図 1 全体システム概要図 

 

 
図 2 検索システム実装図 

 


